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あ
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。
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あ
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。
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。
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あ
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■:
第
二
の
特
徵
は
常
に
性
を
異
に
し
た
親
族
關
係
に
.依
つ
V

も
ょ
b

太
で
あ
る
か
.ぃ
發
見
3

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

:

:'
•
て
：霄

語

が

違

ふ

こ
.す
で
：あ
る
。
^
同

士

の

親

族

を

女

替
 

,

.:

士
の
親
族
ミ
違
づ
た
茛
葉
を
用
ひ
る
の
で
あ
る
。
E
に

:/
今
五
又
は
先
，づ

B
l
. In

d
s

fc
就
い
て
.奸

究

し

、

: 

'
以
飞
此
の
ニ
つ
に
就
い
て
薦
べ
る
。

.

.

，

而
G

て

M
e
r
l
a
v
;

に
於
け
る
'社
會
狀
態
を
他

辟

の

そ

れ 

.,

太
洋
洲
の
親
族
關
係
0

言
乘
に
就
い
て
注
意
す
べ
き
'

|
と
此
轔
す
る
：な
.ら
ば
：、
性

的

關

係

が

、
あ

る

劣

ミ

邦

の

妻 

第

「

の

點
を

詳

細

に

云

：へ
ば
す
べ
：て
の

_

兄
弟
義
姉
妹
：

の
.姉
妹
、
«

の
兄
弟
の
妻
ビ
：0
問
れ
以
前
荐
し
て
居
た 

を
兄
弟
姉
妹
ビ
同
ー
に
す
る
0
ャ
は
な
.く
，
唯
與
な
つ
‘

こ
气
又
是
等
の
親
族
^

姉
妹
？
同
|
祀
す
る
，こ
ビ
ビ
.

. 

た
性
0
者
の
み
で
あ
る
こ
，ど
で
あ

4

0
例
へ
ば
2
§

^

,

斯
の
如
き
性
的
關
係
.0
中
止
ビ
の
間
に
ニ
定
の
聯
铬
あ 

H
a
n
d
s

 

:

の
：Me

d
a
v

に
於
い
.て
唯
妻
の
姉
妹
、
及
：び

そ

I
.

る
こ
ビ
を
示
す
證
據
を
發
見
す
る
。M

e
l
a
n
e
s
i
a

人
の 

の
切
®
兄
弟
の
妻
が
，姉
妹
す
同
じ
ぐ
、.
夫
の
兄
弟
及
び|

如
き
人
間
が
其
の
妻
の
：姉
妹
€

の
11
1]
の
性
的
關
係
を
誇 

.

.

,

!そ
の
：秀
の_她
妹
の
夫
は
兄
弟
ゼ
同
じ
で
あ
る
が
、：.其
.の|

張

せ

ん

ビ

す

る

な

ら

是

等
0

親
族
を
姉
妹
S
同
一
階
級
.

, 

他
菩
人
が
義
兄
弟
義
姉
妹
ど
呼
ぶ
者
ど
雖
も
他
^

特
別
.
|に
す
る
の
が
最
も
適
當
な
方
法
で
あ
ら
ぅ
。
斯
の
如
き

' 

.

.
/の
言
葉
が
存
在
し
て
居
る
ゃ
同
ー
の
狀
態
が
誡
么
营
皆1
こ
ミ
、
即
ち
嘗
つ
.て
習
«
^
な
づ
て
居
た
性
的
關
係
を

.

で
は
一
：般

に

な

？

居

る

。
.：
苦

し

も

::
.

i
e
b
e
r
l
:
:

敎
授
表
，示す

.る
社
會
的
必
要
が
ら
|

通
2

暴
が
生
、じ

た

こ

. 

:

.;

.:
,

.

N
の
敗
像
す
る
如
く
、
.義
兄
弟
^
'兄
笫
ど
同
—
R
す
る
こ
ビ

k

關する

「
證跡は：南

M
H
a
n
e
s
i
a

R

數
多
重
す
る

と
が
心
理
的
類
似
に
.歸
す
る
な
ら
ば
、.
'菩
人
は
此
の
«

こ
ど
が
出
*
る
。

の
言
葉
妃
な
つ
た
.か
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
あ
る 

^
が
彼
の
«
0'
妹
を
彼
.
象
が
其
の
.妹
に
用
^
る
'ビ
間 

じ
氧
莱
を
以
つ
て
哼
ば
な
い
。：：勢
の
姉
妹
のr

人
が
他 

を
呼
ぶ
言
葉
を
以
つ
て
ず
る
。
'換
言
す
れ
ば
あ
る
男
は 

彼
の
妻
の
姉
妹
に
向
^
て
«
の
，妻
が
是
等

の

秦

族

に

對 

し
：て

用a
る
言
葉
を
使
ふ
め
で
'あ
：

る
：。
：：.

か
く
妻
の
■
妹 

.

K
對

し

で
其
の
妻
が
用
，び
：る
；
匕

.陳

.

. ー_

.の.言
葉
を
使
ふ
こ： 

を
は
：何
を
意
味
す
る
.だ
ら

ぅ

かf
勿
M

^

a的
要
素
が 

重
要
セ
る
部
分
を
示
め
で
居
る
こ
せ
は
’云
ふ
迄
毛
な
ぃ
. 

が
、：：斯
の
如
ぎ
心
理
饷
耍
素
毛
元
は
社
會
的
過
辟
か
：ら 

生
じ
た
も
の
で
あ
；
。
即
ち
其
の
.社
會
的
過
程
ミ
は
性 

的
共
產
主
義(

s
e
x
u
a
l
o
o
m
m

:§
.
l

)

の
狀
態
か
ら
結 

婚
者
相
.互
©
み
办
性
的
關
係
べ
；の
_
化
.で
あ
る
。
.
；

, 

.
此
の
こ
ヒ
は
次
ぎ
の
や
ぅ
な
疑
問
を
惹
起
す
る
。
即 

ち

K
3
e
b
e
r

敎
授
が
親
族
關
係
の
言
語
の
心
理
的
原 

因して
擧げ

^
晋

人

自

身0*
社
會
に

於«
.る
.習 

'
憤
ミ
如
何
し
：て
；同
..一
で
な
.
sCD
lf
あ
ら
う
私
。へ
義
兄
弟
'

ど
兄
弟
、
義
姉
辨
ビ
飾

.#
?
の

處

分

が

吾

人

钆

身

の 

中
は
於
い
.
•て
社
會
學
に
影
響
し
な
いw

云
ふ
乙
ビ
は 

K
r
o
e
b
e
r

敎
授
の
考
ふ
，る
が
如

ぐ

確
實
で
ぁ
る

の
'か
。
 

斯
の
如
ぐ
菩
入
自
身
の
言
語
ミM

e
l
a
n
e
s
i
a
n

の
そ
れ 

ビ
違
ふ
こ
X
に
關

-L
て
は
、
.後#
に
於
い
て
死
せ
る
妻 

の
姉
妹 

< 結
婚
す
る
事
實
を
指
摘
す
れ
ば
足
り
る
。
 

(

註)

從
o .
で
上
述
せ
る
言
語
は
極
め
て
S：
然
の
結
果
S

な
る
。
 

パ 

,

!:
.(

話)

歡
洲
に
於
い
てI

般
に
第
妹
が
独
や
飾
婿
と
結
婚
マ
る
の
は
' 

:
不
偷
'の
行
爲
と
さ
队
て
ゐ.，る
0
 

.

' 

'
'
七

.

. 

. 

, 

:

今
迄
は
等
級
'制
度
中
の
，比

較

的

僅

な

變

化

に

就

い
て 

の
み
論
じ
た
。
以
下
等
級
制
度
.の
主
な
る
變
化
が
双
し 

で
社
會
狀
態
に
依
存
す
谷
が
如
何
か
に
就
い
で
雄
べ
や 

ぅ
。
先
づ
：

-
M
o
r
g
a
n

が

•ga
l
a
y
a
n

ビ
名
づ
.け
.て
た
も 

の
を
研
究
し
や
ぅ
の
此
の
名
.稱
は
適
當
で
は
な
い
。

此
の
S
領
は
.HawaHa:n' . I

s
l
a
n
d
s

の
言
浯
を
通
じ
て

f

玉
#

c 

ニ
at
九
，〕

雜
■:
•■:錄
ぐ
规
族
關
係
1
社
重
辦

0
0

i 

i



:

.

(

：沄

 ̂

I
 號

.

5
 
四

M

o

r

iに
知
ら
れ
f

の
：で
あ
つ
て

、

是
等
の
，島

々

居

な

い
I

で
あ
る
。
制
度
の
相
f

饨
疾
の

栩

$
ご 

':
.

.の
刺
度
£

て
景
初
比
記
錄
さ
れ
§

で
あ
る
が
、
又

.

が
何
等
相
關
係
し
て
居
な
い
<

>

:

:

/

.

i

 

:
:

.

'

.

 

4
で
も
最
も
完
全
な
る
記
錄
で
あ
る
が
.
&
、
此

の

制

度

次

ぎ

に

若

し

も

吾

人

がM
e
l
a
n
e
s
i
a
n

どP
o
l
y
n
e
s
i
a
n

 

.

:

を

例

し

て

舞

べ

,

フ
贫
思
.ふ
の
で
あ
る
。
若
し
の
制
度
を
全
體
と
し
て
取
る
な
ら
ば
、
ニ
つ
の
部
鎖
化

::

-

:
‘

此

の

淨
I

:

の
制
度
を
，be

e

暑

の

他

の

部

分

|

嚴
別 

兩
者
の
間
に
次
第
化

デ

：A

I
釋

Jn

夢

筇
度
ヒ
比
較
す
る
な
ち
は
、.
.極
め
て
軍
純
で

•あ
る
こ
S

ー：
區
別
す
る
こ
ぢ
は
出
來
な
い
が
、
« '
次
併
列
す
る
こ
€ 

I 

.

甚

暗

の

®
少
な
る

I

、
が
I

特
徵
で
あ
る

I

 .
1

は
出
f

。
こ
A

§

い
て
生
ず
る
疑
間
はO

c
e
a
n
i
a

へ

• 

を
知
る
。
父
の
兄
弟
ゼ
母
の
兄
弟
、
:;
父
の
姊
妹
ど
母
の

,
^-
於
い
て
親
族
關
係
制
度
の
^

^

:

妹
、
兄
弟
の
子
供
ヒ
姉
妹
の
子
供W

兄
弟
姉
妹
ど
の
に
平
行
し
て
、
晋

他

の

變

：

#

の
系
統
が
發
見
す
る
こ 

子
供
、
是
等
の
i

i

常
の
等
級
制
度
に
は
存
在
すj

ど
が
出
來
る
か
如
何
か
S

.
ふ
こ
n

o

疑
I

 

.. 

* 

る
に
，も
拘
ら
ず
、
こ
、
に
は
全
然
欠
如
し
て
居
る
。
此
く
此
の
疑
問
は
積
極
的
に
答
へ
得
る
。

の
言
語
の
欠
如
が
社
會
的
囊
に
依
存
す
る
や
奪
が
| 

)
廣
4

ム
へ
ぼ
o
c

e

l
に
於
い
て
|

組
哉
ふ
ニ
つ 

•

.

こ

、
に
於
け
る
問
？

あ

る
。

.

.

.

_ 
:

の
重
な
る
震
が
あ
る
。
ニ

つ

S

類
に
.い
て
結
娘
太

注
意
す
ベ
i

l

l

ば

Q
c
e
l

 

S

い
てH

a
-

;5
 (

C
I
S
}

中
の
異
族
結
婚
f

,

I

s
 

k
他
の
普
通
：の
等
級
制
度
と
の
相
異
が
芝
て
観

^
依
つ
て
定
め
ら
れ
’

他

の

種

類

^

於

い

て

結

婚

主
 

y
n
e
s
i
m

と

M
e
l
a
n
e
s
k
n
.

 
士

の

間

の

相

薄

ど

相

當

し

て

血

族

若

し

く

は

家

系

的

親

族

に

依

て

定

め

ら

れ

た

る

。

.

.

. 

I 

* 

-
 

.
 

,
 

|

吾
人
ば
：
^elanesia 

:fc
於 
'い
て
全
然 
一
R
興

*
結
婚 

{ clan-exogamy 〕

に
'依
ひ
て
.定
め
ら
る 

> こ
^
を
發
見
.
 

し
得
な
、--
o 然
し 

Melanesia

'及
び 

Polynesia 

0

贶
會
で
家
系
的
親
族
關
係
の
原
則
が
結
婚
制
度
の
決
定
ン 

要
素
で
あ
る
が
其
の
程
度
に
#

づ

て
,
牵

統

に

バ

|

.ず

る

こ

^-
が

出

來

る

。

其

の

系

統

の

；

一

a
fcB

a
n
k
s

 

j

..
;

:
.
.
一

 

; 

.
 

,

,

;
 

.
 
.
 

,
 

. 

!
::;
-
 

™
 

islands, 

N
o
r
t
n
e
m

 

i
N
e
w

 

H
e
D
r
l
d
e
,

 
R
^
a
a
a
t
a

 C
r
u
z

 

j

「
I
s
l
a
n
d
s

を

置

ぐ

。

そ

こ

で

は

O
o
d
r
i
n
g
t
s

傅

士

の

認

め

た

や

ぅ

に

、

部

族

組

織

(clan-organizat

o-n
)

が

殆

「

ビ

機

滅

的

^
な

つ

て

®る
位

、
:
明

味

に

重

要

な

の

で

あ.一

あ
る
。
他
のj

端
に
®:
く

.ベ
き
も
の
は

.H
a
w
a
i
i
a
n

 

|

I
s
l
a
n
d
s

や

E
d
d
y
s
t
o
n
e

 

I
s
l
a
n
d

へ

で

あ
る
o
そ
こ
で

は

„

部
族
組
織
は
殆V」

發
見
さ
作
す
、
'結
婚
は
奋
然
家
系
« 

―

族
關
係
^

依
つ
て
制
^

さ
れ
る9

.

此
の
雨
漭
の
間
に 

輝
々
！

場
合
が
存
し
て
居
る
。
斯
し
•て
形
成
さ
れ
る 

系
統
は
等
級
制
度
の
お
員
せ
る
形
^

間
の
變
遷
ビ
_

平
■

す
.る
。
此
の
雨
者
：の
‘內
部
族
組
織
に
依
る
.結
婚
制

-.
 

.

.

.

.

.

. 

/

笫

十

五

潘(

ニ

六

1
)

雜
錄
親
族
關
係
と
社
合

を
發
見
し
得
な
い
の
は.

H
a
w
a
i
i
a
n

 
Island

叫
rtw

d
d
y
-

.

stone Island

で
あ
る
。
是
等
の
場
所
ゆ

M
o
r
g
a
n

が 

Malayan

制
度
.
云̂
ベ
る
特

m'
を
.有
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

w ;
あ
る
點
に
於
い
てE

d
d
y
s
{
o
n
e

の
制
度
は「Hawaii 

の
と
違
ふ
。
母
の
兄
弟
は
父
ビ
同
じ
言
葉
の
內
k
含

 ̂

れ
た
が
广
姉
妹
の
子
供
^
對
し
て1

つ
の
言
葉
が
あ
つ 

た
。
.然
し
そ
れ
は
極
め
て
稀
で
あ
つ
た
こ
ど
は
疑
な 

い
。s

o
l
o
m
i

の
あ
る
部
分
に
は
部
族
組
織
が
維
持 

さ
れ
た
。
然
し
家
系
的
親
韻
關
係
が
、結
婚
制
を
支
配
し 

て
居
於
。
此
の
外
種
々
な
る
程
度
の
相
異
が
存
在
し
て

ゾ
居
る
が
、
是
等
の
變
化
の
本
®
や
違
つ
た
言
語
形
式
を 

用
a
,る
人
糚
の
文
化
吃
の
關
係
等
はOceania

に
惹
起 

さ
れ
た
進
承
の
變
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
此
の
地
方 

に
‘於S

て
等
級
制
度
ば
上
述
せ
るPentecost

の
や
ぅ 

な
11
雜
な
も
の
か
ら
、Eddystone

やM
e
k
e
o

の
や
ぅ 

な
简
軍
な
も
の
_ま
で
存
往
し
て
思
つ
た
。
此
の
過
稗
は 

1

組

織
に

依

る

結

婚

制

：が

次

第

^
家
系
の
方
法
妃
基

組
織 

第
二
號
；

1
0
五



m
十
：ii

卜！/、

W
,:i

雜

錄

颯
族
關
係
と
社
會
組
織

第二號

1

0

六

ぐ
機
械
的
手
段
に
代
つ
そ
ゆ
ぐ
經
族
ビ
栢
平
行
-r
る
も

'
.の
で
办
る
。

-

、

,

-

.
此
の
結
論
を
.許
等
れ
る
な
ら
ば
：、
,親
族
關
係
の
等
級 

制
度
の
晋
一
厨
普
及
せ
る
朦
類
は
異
族
結
婚
盼
社
會 

' 
S

を
其
の

單
位
<

せ
：る
社
會
龃
織
ビ
密
接
%:
,
る

關

係 

を
有
す
る
こ

ど

、

な
る
P
:等
級
制
度
せ
異
族
結
婚
.的

社 

會

鐘

I

係
あ
る
所
.は
何
處
卞
名
.，
：■
紙

腿

係

の

言

，
 

葉

；
が

象

系

的

化

迎

る

こ

ど
0

:
出

來

か

親

族

に

啦

ま

ら

 

す
、其
，の
時
代
の一 .

門
の
す
ベ
て
の
*

に
適
用
.さ
れ
る
o

蕩

の

存
ff
i
y
認

め
多
:
へ

す

れ

ば

別

段

不

蠢

で

は

な 

い

の

取

あ

る

。
.
.
此

の

制

度

を

特

紀

等

級

制

度

ミ

區

別

す 

る
な
ら
部
族(clan)

制
度
ビ
も
名
#
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

上
述
の
如
ぐ
其
の
起
源
k
於
い
て
攀
;«
制
度
と
異
族 

結
婚
に
基
ぐ
社
會
組
織
S
密
接
な
る
關
係
が
あ
る
許
り 

セ
な
く 

其̂
の
細
い
部
分
に
於
ぃ
て
も
同
#
で
あ
る
。 

例
ん
へ
ば
父
の
兄
笫
と
母
の
兄
弟
ど
嚴
別
す
る
が
如
き
は 

'M
族
結
婿
た
る
に
®
ぐ
名
の
に
外
な
ら
な
い
。

M
に
異
^-
結
嫩
晚
社
會
搜
體
に
.其
の
起
源
を
有
す
る
.

诊
.へ
は「

父」

美

I

?

营

父

の

す

V

 V
®

兄

j

 

S

麗

Q

 

t

特
5

S

。
会

^

一
裏
度
ビ
云

♦
に

我

0
父
の
父
の
子
供
の「

子
供
に
.、
M
に
父
の
父 

0
父
の
子
供
の
子
供
の
子
供
等
に
f
f
l
a
^-
:
許
り
；を
：な 

.く
、
其
の
時
代
の
父
ミ
同
.一
階
段
紀
位
す
る
す
^
て
0
 

潘
、
.及
び
母
ど
同1

階
段
に
位
す
る
者
の
*
を
す
ベ
て 

~父」

ビ
云
ふ
の
で
あ
る
o:
此
の
こ

'

^

は

母
に
就

い

て

も

 

同
欉
で
あ
る
。：、其
の
.間
に
索
系
的
關
保
の
有
無
を
論
じ 

な
い
。
，
是

等

の

等

級

制

度

の

# ,
徵
は
，其
の
椒
&

纪
異
族

は
る

.1
^
の
で
あ
ク
て
ニ
つ
の

a
會
圈
體
に
限
ら
れ
た 

も

の

で

あ

る

。
.
此

の

場

合
一
般
k
兄

弟

の

子

供ば
姉
妹 

、の
子
供
ビ
同
一
で
あ
る
。
母
の
姉
妹
の
子
供

ビ
父
の
兄 

弟
の
子
供
ど
同」

の
言
葉
を
以
つ
T
し
、
其
の
结
通
を 

禁
止
.す
る
の
は
一
一社
#
-!
|

1

體
以
上
ょ
り
な
る
社
會
制
度 

か
ら
.は
生
じ
な
い0

若
し
も
社
#
が
父
系
的
で
あ
る
な 

.ら
ば1.1

人
の
兄
弟
の
子
供

-̂
s.
然
盼
に
同
.j

社
會
_
.
體

.

J
11
I
I
1
I
I
良

.

|

'

f
I
_
■I •
泣

I
I

I
顏

!:
I:

I
!'■
I
I

I
..

:

:

1 ： 

1

に
風
す
る
’。
從
：つ
て
異
族
結
婚
の
原
則
に
ょ
つ
て
彼
等 

の
結
婿
は
嚴
禁
さ
れ
る
>
:;
然
し
其
の
1
體
の
：婦
人
が
他
. 

部
族
の
考
ど
結
婚
し
た
ど
ず
，る
な
ぢ
、
異
族
結
婚
の
原 

珊
R
依
つ
て
そ
れ
等
兩
者
の
.子

:m
ゆ
結
®
を

禁
#.
:

ら

れ 

も
し
な
け
れ
ば
、
彼
臂
5
女
の
兄
弟
0 !
子
供
€
共
通
の
ブ 

當
語
：の
存
す
る
理
由
も
な
い
a:
母
系
的
で
ぁ
る
場
合
も 

同
欉
に
說
明
が
出
來
る
。

| 

然

し

乍

ら

苦

し

こ

、
に

一

一

つ

の

肫

會

刚

體

ょ

ヅ

外

に

| 

#
狂
し
.なs

 

€す
を
な
ら
ば
、

'大
分
違
.つ
だ
現
象
；を
生
一 

^
る
。
其
の
父
系
的
负
.
4るW

母
系
的
で
ぁ
る
ビ
相

異

メ
 

が
な
•い
。
.：
'ニ
人
の
兄
免
®;
^
供
,
若
し
く
は
一
一
人
の
姉
一 

妹
0
:子

靈

同

1
部
«

^

»す
み
の
.で
.ぁ
ん
が
、：/兄
弟
.：I, 

ド
*姉
姝
:̂
:の
子
供
は
逸
0
た
部
族
に
屬
す
か
0.
:同
樣
^

。
 

ニ
策
齟
織
の
'必
然
的
結
朵
ビ
し
で
傲
0 ,
兄
弟
の
子
供
は 

父
の
她
妹
の
子
供
ビ
同
—
に
分
®
さ
^
る
.

1
、

若
し
ニ 

ク
以
上
の
社
會
圆
體
が
^
れ
ば
媸
は
必
■
で
ゆ
な
く
な

以
上
の
論
述
に
依
つ
て
大
體
等
級
制
度
に
關
す
る
吾 

人
の
硏
究
は
目
的
を
達
し
た
も
の
と
考
へ
る
。
以
下
吾 

人
自
身
の
制
度
に
就
い
て
述
べ
る
必
要
が
ぁ
る
S

M

,
' 

<

h
際
蠻
人
の
間
に
於
い
て
氏
族
ゃ
異
族
結
婚
俯
围
體
が 

社
龠
紐
織
の
蜇
位
で
ぁ
る
が
如
く
、
吾
人
の
即
に
於
い 

て
は
家
族
が
其
の
軍
位
で
办
る
。
こ>

に
家
族
と
云
ふ 

の
は
见
ど
其
の
妻
及
钬
彼
筝
の
.子
供
を
#
む

k
止
ま 

る
。
若
し
'
寄̂
人
が
其
の
親
：族
闕
係
の
言
語
を
硏
觉
す 

.る
な
ら
ば
そ
れ

等
の
，言
葉
狀
個
人
に
對
し
て
適
用
さ
れ 

且
つ
家
®

ノ
し
密
接
な
る
M

.

を
有
す
る
^

に
限
つ
て
®
 

る
こ
ビ
を
知
る
。
父
、
母
、
夫
、
妻
、
兄
弟
姉
妹
、VJ

云 

ふ
言
葉
はt

i
#

の
家
族
^
限
&
れ
、
義
父
母
、«
兄
弟
 ヽ

義
姉
妹
が
へ
爾
手
の
蒌
茬
じ
ぐ

«
夫
0
家
族
に
限
ら
れ 

て
居
を
。
祖
父
、.
.祖
母
、〗

孫
も
同
樣
で
：ぁ
る
。
.伯
父
、冶 

母
，
®
、
，姪
は
多
少
廣
ぃ
«
:園
£
用
：ひ
ら
れ
る
け
れ
ず

第

士

五

！T 

C 
ニ

六

三

雜

：

，

錄

：

親

族

關

係

と

社

會

組

織

.第
二
號

1
〇

七



第
十

3£
卷

(

ニ
六
四)

錄
：
：
親
i

f』

社
會
組
織

雄

i

〇

八

も

、
そ

れ
^

て
も
其
の
話
手
の
家
裳
に
密
接
の
關
係
あ 

> 

:
,る
者
ボ
限

-?
>
れ
て
居
る
。
然

&

ば

吾

人

が

何

時

頃

か

ら

丨

.
；
，： 

「

:

斯
の
如
ぐ
な
つ
た
か

i
K
:

ふ
凝
問
：ば

®

雛

な

問

題

で

あ

る' 

,が

、

こ

、
^

は

說

明

す

る

必

耍

は

な.い
。

.
‘

.

•

'

*

に
..角

現

在

一

般
^
知
ら
，れ
て
居
る
此
の
制
踅
を『 

M
o
r
g
a
n̂

說
.明
的
制
度 

e descriptive 

s
v
s
t
e
m
》

と j

.

呼
ん
で
居
る
？
此
0
名
稱
«
:
ー
般
に
通
用
す
る
。
然
し 

:

乍
ら
必
ず
し
も
適
當
で
は
な
い
。
^

I
人

|
人
に
1

甩 

:

す
る
こ
ど
を
說
明
的(

貧

营

善

ミ

^

ふ
の
は
勝
手
一 

::
:

ャ
あ
る
が
、
«

當
で
过
な
い
0
:'
-
.皰
の
點
を
看
過
す
ふ
:̂
;: 

し

で
も
、
吾

人

は
父
の
^

も

母

の

父

名

共

に

«

夂
ど
呼 

*

.

」

,

:'
:ぶ

從
つ
て等
級

制

度
ょ

り

も

必

中

し

も

說

明

的

で

あ

.る
、j 

で
は
一

K

へ
な
い
。
故

に

か

、
る
不
適
當

!2
:
文
字
を
用
a

I. 

:
る
ょ
ぅ
も
、
寧
ろ
ぞ
れ
が
家
族
纪
潘
ぐ
も
の
で
あ
る
か 

ら
家
族
制
度
.ベam

i
l
y

 s
y
s
t
e
m

:̂
S

衣
ふ
方
が
適

 ̂

.‘ぁ

..る
ゃ
ぅ
^

思
ふ
。

... 

.

.

.
リ

#

人
の
制
度
以
上
に
說
明
的
な
も
の
は
甚
だ
多
い
，

今
煩
雜
で
あ
る
か
ら
：1

例
を
*

げ
る
に
止
め
る
0 E

g
y
-

 

p
t

に
於
け
る
ア1

フV
,

ャ
の
制
度
は
極
め
て
說
明
的
で
あ 

る
。
.父
の
兄
弟
を“a

m

日

S

云
ひ
、
父
の
兄
弟
の
詆
を 

B
i
r
a
t

 

a
m
i
i
i
i

父
の
兄
弟
の
息
字
を
^

㈡
p*
m

m〖

其
の 

娘
を
ば
/bi

n
t
p
m
m
i

ど
云
ふ
。

斯

の

如

き

說

，明

的
の
言
語
は
如
何
に
し
て
生
じ
た
の 

.で
*-
る
か
。
是
又
社
#

的
原
®

に

基
ぐ
ベ
&

も
の
で
あ 

る
。今
こ
為
例
ビ
し
て
擧
げ
た
w
g
y
p
t
k
就
い
て
の 

名
云
へ
ば
、E

g
y
p
t

に
於
い
て
父
の
兄
弟
の
娘
、
若
し 

く
ぼ
母
の
兄
第
の
娘
^

の
結
婚
が
最
も
普
通
に
行
は
れ 

て
居
た
。
斯
の
如
3

結
婚
の
結
梁
其
の
親
疎
の
，程
度
に 

從
ひ
他
の
從
兄
娣
と
區
別
す
る
社
會
的
必
要
が
生
じ
、
 

其
の
社
會
的
必
要
，が
說
明
的
の
言
語
を
生
じ
た
の
で
あ
，::
::
::

尙
ほ
幾
多
の
例
證
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
こ

ゾ
 

v
f
cは
省
略
す
る
。
要
す
る
に
家
族
關
係
の
發
M

す
る 

ど

共

に

社

會

組

織

の

'̂
要

上

：か

'ら

0
に

.說
.明

的

の 

' “

t
語
を
生
じ
た
の
で
あ
：る
。.
.即
ち
擴
太
3
れ
れ
家
族
若：> 

.L
く
は
族
長
的
家
族(Patdarchai)

R
基
く
も
の
で
あ 

る
。
此
の
種
類
の
言
龉
は
歐
洲
枕
於
い
：
て
數
多
ぐ
發_
'.
:
 

す
る
こW

が
出
來
るo

o
e
l
to-
や Scandinavian

の
中
、

-■ 

'
 

: 

-
 

. 

.L
 

.
 
■
 

-
 

.
 

* 

,
 

■

.

L
i
t
h
u
a
n
i
s

及
びE

s
t
h
o
n
i
a
n

の
中
に
も
存
ff
i
し
て
居
.

:

る
0

.:

.

,': 

C
 

::

:

' 

• 

- 

- 

V
 

-

:
:-

簡
單
R

上
述
せ
る
こ
^

^
就
い
て
述
べ
や
ぅ
o

最
初
.

吾
人
は
等
級
制
度
の
特
別
の
特
徴
が
*
婚
の
特
別
な
る 

.
形
式
に
關
係
あ
る
乙
せ
を
述
べ
ぬ
パ
次
ぎ
に
等
鈒
制
度
一 

®
大
な
る
變
化
が
社
會
紙
織
2

つ
た
形
式
、
幷
び
fc
'

へ
部
族
の
異
族
結
婚
が
家
系
的
結
婚
に
變
じ
た
其
の
程
度
：
 

R
.依
つ
て
生
ず
る
こ
ど
を
說
い
た
。
M
fc
吾
人
自
身
の
；
 

親
族
關
係
の
言
葉
は
そ
れ
等
と
違
' つ
て
家
族
を
*
礎
ビ 

す
る
も
'0
で
^
る
こ
.ど
^
明̂
ヵ
.に
し
^

»*
:1
,
て
35
-
2人
. 

は
次
い
.で

W

1

.
等
に
於
け
々
大
家
族
b
就
い
て
述 

ベ
た
6:'
::此
の
苎
種
は
各
ゲ
挺
族
？
狹
義
の
家
族
、
族
長
；、
 

.

的
家
族
を
を
の
起
源VJ

す
^
もQ:

で
あ
石
0
是
等
の
三 

第
十
3£
蘼

(

1
1六
丑
^

雜
'錄覿族關係と社命

:鍾
は
更
に
其
の
各
.々
.の
發
達
の
稃
度
に
依
つ
て
各
自
に 

'多
少
の
相
違
を
谏
た
し
て
居
る
。
然
し
乍
ら
觅
に
重
耍 

な
こV

は
等
級
制
度
を
有
す
る
人
々
に
あ
つ
て
は
家 

:
族
を
社
會
m

位
S

す
る
人
々
ょ
り
複
雜
な
社
會
制
规
、
 

、殊
に
厄
介
な
結
婚
の
形
式
を
有
し
て
居
る
こ
ミ
で
あ 

る
？ 

I

■

’ 
：

九 

'

吾
人
は
以
上
に
於
い
て
大
體
親
族
關
係
ミ
社i

s

組
織 

e

の
關
係
を
8

察
し
終0

た
"

最
後
^

此
0
問
題
に
關 

»*
し
，て

M

-Or
g
a
h

の
述V

た
雜
婚
に
就
い
て
一
罾
す
る 

必
要
が
あ
る
ビ
思
ふ

？
■:
:

•
 

M
o
r
g
a
n

 

.
は

人

類

古

代

に

於

け

る

雜

婿?f
-H

a
w
a
i
i
a
n

 

制

度

か

ら

歸

納

CL
た

。

然

し

H
a
w
a
i
i

の

制

度

が

最

も

 

古

く

原

始

的

の

义

の

で

は

な

い

し

、

且

つ

此

の

地

方

は

 

於

け

る

男

女

混

交

は

全

人

民

の

狀

態

で

は

^
く

、

m
に

 

.,
兄

弟

姉

妹

0

:結
婚

を

許

：
可

す

る

首

長

の

み

が

許

さ

れ

 ̂

に

.過
ぎ

な

.，い
。

尙

ほ

等

級

.制

度

の

あ

る

も

の

か

らM
O
V 

組

織 

紙

二

號

5

九



:

$

逬

卷

V 

 ̂

.

1

1

^

.

1

1
 

. 

I

號

.

-
 ̂

D

1

‘の
断
®

し

寒

：ぅ
^
男
女
混
交
の
事
實
を
證
據
立
-
.
ぐ
，の
證
跡
を
探
求
す
る
必
^

^
 

 ̂

.

.

.社

霖

究

に

於

い

て

極

め

て

馨

で

あ

る

こ

ど

は

勿

論
 

•

1
是

ぷ

聯
4

®

る
_

篇

婚

に

關

令

は

ニ

つ

声

」

‘

^
^
^

t 

I

を

注

意

す

るk
•非

め

る

。.第

一

は
團
體
結
婚S

 

.得

る

社

曹

的

過

程

Q
.

附
随
物f

に

過
I

い
の
で
あ 

.

.
:
\ 

(

ふ
言
集
は
泥_
を

招
5

易
'い
か
&'
寧

ろ

性

的

共
 

.

r

こ

ノ
： 

，

(
s
e
x
u
a
l

C
O目

g

i

g

)

在

f

 
2

適

當
I

レ

。
庙

ち
.乙

、
^

於
い
'て
は
：性

的

關

係

が
|
つ
：
の

齔

會

膽

體

の
'.
.

.が
極
め
て
密
接
な
る
.關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

• 

: 

: 

f

他
§

會
随
_

女

客

間

S

統
£

.

£

め

>

5

單
に
太
：體
に
.於
い
て
の
|

'

具

i

で
t

o

l

s

s

^

^

:
ん
S

I

1

る
o 

t

i

現
象
S

遡

的

類

似
，.
:

::

的
共
產
圭
義
.の
狀
態
か
:s
生
中
る
：ニ
三
の
特
徵
を
有
し
を
有
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
如
何
紀
し
こ
咤
じ
2

、
。

,

:

て
居
る
。
，I

制
度
©

其
の
類
似
の
依
つ
て
生
す
f

こ
•ろ
を
討
究
す
る
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